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　台風や豪雨は到来時期や規模を事前にある

程度予測できます。自宅の周辺にどのような

危険性があるかをあらかじめ確認し、避難経

路を確認しておきましょう。

　防災ハザードマップは、右の

コードから市ホームページのＷ

ｅｂ版をパソコンやスマートフ

ォンなどで閲覧できるほか、危

機管理課・各支所の窓口でも紙

版のハザードマップを配布しています。

　過去には、他市において道路に隣接する斜

面が、雨が降っていないにもかかわらず崩壊

し、歩道の歩行者が土砂に巻き込まれ亡くな

った事故が発生しています。風化が進行した

斜面やがけは、突然崩壊する危険性があるた

め注意が必要です。

■斜面点検時のポイント

　①斜面の亀裂、②浮き石、③落石がある場

合は、風化の進行により斜面が不安定になっ

ている可能性があるため注意が必要です。

　また、植生が貧弱な場合は風化が進みやす

いため、特に注意が必要です。

　すぐに避難できるよう、日ごろから非常持

ち出し品の準備をしましょう。持ち出し袋は、

徒歩での避難を考慮して無理なく背負える量

にしましょう。主な非常用持ち出し品は、下の

リストを使ってチェックしてみましょう。

【主な非常用持ち出し品リスト】

飲料水 携帯充電器

最低３日分の食料 軍手

懐中電灯 洗面具

携帯ラジオ ウェットティッシュ

救急セット（常備薬） タオル

お薬手帳 雨具

使い捨てカイロ 下着などの衣類

予備電池 携帯トイレ

マスク 現金などの貴重品

　警戒レベルは、下の表のように５つの段階

に分かれています。レベル３では高齢者など

避難に時間を要する人が避難を開始し、レベ

ル４では発令された区域の住民は危険な場所

からただちに避難しましょう。

　避難情報に関わらず、身の危険を感じたと

きはすぐに行動してください。

　市では、防災無線をはじめ、ホームページ、

やちよ情報メール、Ｘ（旧ツイッター）、市Ｌ

ＩＮＥ公式アカウントなどを使って防災や緊

急時の情報をお知らせしています。

■市ホームページ　市ホームページのトップ

ページ内の「もしものとき」から、「防災行

政用無線」「防災メール」で最新の配信情報

や履歴を確認できます。

■やちよ情報メール（事前登録が必要です）

　防災・防犯などの情報を、あらかじめ登録

したメールアドレスへ配信しています。また、

防災行政用無線で放送した内容も確認できま

す。右下のコードを読み取るか、 bousai.

yachiyo-city@raiden3.ktaiwork.jp へ空メ

ールを送って登録してくださ

い。迷惑メールとして認識され

ないように、「@city.yachiyo.

chiba.jp」からのメールを受信

できるように設定してください。

■Ｘ（旧ツイッター）　防災・緊急情報など

を発信します。パソコンや携帯電話・スマー

トフォンなどで見られます。原則、フォロー

や返信は行いません。

■市ＬＩＮＥ公式アカウント（ライン）　防

災・緊急情報などを発信します。原則とし

て返信は行いません。ＬＩＮ

Ｅ「ホーム」画面から「友達追

加」で「検索」を選び、ＩＤ「@

yachiyo_city」で検索して友

だちに登録できます。

■ＶａｃａｎＭａｐｓ（バカンマップ）　避難

所の混雑状況を ｢空いている」｢やや混雑」

「混雑」「満」の４段階で確認で

きます。右のコードを読み取り、

いつでも確認できるよう、お気

に入りなどに登録をお願いしま

す。

■自動電話応答サービス 0120-970-911　防

災無線で放送した内容を24時間記録し、電話で

その内容を確認できます。通話料は無料です。

　６月からは、大雨や土砂災害などの風水害が発生しやすい時

期になります。災害の発生を防ぐことはできませんが、被害を

減らすことはできます。被害を最小限に抑えるためには、私た

ち一人ひとりが日ごろの備えを十分に行うことが大切です。私

たちに日ごろの備えとして何ができるのか考えましょう。

▲ハザードマップ

▲やちよ情報メール

▲VacanMaps

▲ＬＩＮＥ

警戒レベル 避難情報など 避難行動（とるべき行動）

市
が
発
令

レベル5 緊急安全確保
すでに災害が発生している状況です

命を守るための最善の行動をとりましょう

レベル4 避難指示

①「浸水想定区域」や「土砂災害警戒区域」などに住んでいる

人は、速やかに避難しましょう、②避難先までに移動が危険と

思われる場合、近くの高い建物や自宅の中でも二階に上がるな

ど、より安全な場所に避難しましょう

レベル3 高齢者等避難

①高齢者、障害のある人、乳幼児など、避難に時間を要する要

配慮者とその支援者は避難しましょう、②その他の人は、避難

の準備を整えましょう

気
象
庁
が
発
令

レベル2
大雨注意報

洪水注意報

避難に備え、浸水ハザードマップなどで、自らの避難行動を確

認しましょう

レベル1
早期注意情報

（警報級の可能性）

今後は、大雨警報などが発表される可能性があります

気象情報に注意して、災害への心構えを高めましょう

この特集のお問い合わせは、

危機管理課 ４21-6716へ
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市ホームページで資料などを公表しています お問い合わせ
　決算の概要、年度ごとの予算の概要や編成過程、各種分析資料などを市

ホームページで公表しています。

　一般・特別会計については、トップページから「市政情報」→「財政・

会計」へ、公営企業会計については、トップページから「八千代市上下水

道局」→「上水道（または下水道）」へ。

●一般・特別会計に関すること

　　財政課 （487）5112へ

●公営企業会計に関すること

　　上下水道局経営企画課 （483）6572へ

　公営企業会計は、経営に要する費用を料金などの事業収益で賄うもので、水道事業と公共

下水道事業が対象となります。内訳は、当該年度の経営活動に伴う収支である収益的収支と

施設の建設や改良などのための収支である資本的収支に分かれます。

水道事業会計

　資本的収入額が資本的支出額に対して不足

する額15億7,388万円は、損益勘定留保資金

などで補てんしました。

〔収支〕 　 　※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
46億1,236万円

(1.1％増)
37億6,346万円

(4.4％増)

資本的収支
14億3,470万円
(92.6％増)

30億858万円
(9.9％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
404億3,447万円

(1.7％増)
固定負債

130億7,089万円
(2.5％増)

流動資産
36億1,690万円
(12.2％増)

流動負債
10億4,973万円

(2.8％増)

繰延収益
100億9,025万円

(0.7％増)

負債合計
242億1,087万円

(1.7％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
169億7,095万円

(4.4％増)

剰 余 金
28億6,955万円

(1.1％減)

資本合計
198億4,050万円

(3.6％増)

資産合計
440億5,137万円

(2.5％増)
負債・資本
合　　 計

440億5,137万円
(2.5％増)

〔貸借対照表（4年3月31日現在）〕 ※税抜額

資産の部（対前年度比） 負債の部（対前年度比）

固定資産
400億3,420万円

(3.8％増)
固定負債

78億462万円
(7.1％増)

流動資産
20億9,948万円
(12.3％増)

流動負債
7億5,174万円
(2.1％減)

繰延収益
199億6,050万円

(5.1％増)

負債合計
285億1,686万円

(5.4％増)

資本の部（対前年度比）

資 本 金
126億7,793万円

(1.8％増)

剰 余 金
9億3,889万円
(0.2％減)

資本合計
136億1,682万円

(1.7％増)

資産合計
421億3,368万円

(4.2％増)
負債・資本
合　　 計

421億3,368万円
(4.2％増)

公共下水道事業会計

　資本的収入額（翌年度へ繰越される支出の

財源充当額4,565万円を除く。）が資本的支出

額に対して不足する額９億9,511万円は、損

益勘定留保資金などで補てんしました。

〔収支〕 ※税込額

区　分 収入（対前年度比）支出（対前年度比）

収益的収支
37億3,972万円
(2.7％増)

34億5,624万円
(2.3％減)

資本的収支
23億6,107万円
(371.4％増)

33億1,053万円
(152.8％増)

公営企業会計八千代市財政運営の

基本的計画の取組状況

　近年の財政状況を踏まえ、平成28年２月に

策定した八千代市財政運営の基本的計画を３

年３月に改訂しました。10年度までの中長期

財政収支見通しを基に、健全な財政運営の推

進に向けた財政目標値を設定しています。

　３年度決算を終えての現状と、６年度の中

間目標値及び10年度の最終目標値は下の表の

とおりです。中長期財政収支見通しは、年２

回見直しと、市民への公表を行うほか、予算

編成の基礎資料などに活用しています。

特別会計

　市には、４つの特別会計があり、保険料や

使用料などの特定の収入がある事業ごとに会

計を設け、一般会計と分けて経理することで、

収支をはっきりさせているものです。

区　分
歳入

（対前年度比）
歳出

（対前年度比）

⑴国民健康

　保険事業

160億3,059万円

（2.5％増）

156億1,607万円

（1.5％増）

⑵介護保険

　事業

136億634万円

（4.5％増）

133億1,992万円

（4.9％増）

⑶墓地事業
4,216万円

（12.7％増）

4,206万円

（12.6％増）

⑷後期高齢者

　医療

26億7,832万円

（1.4％減）

26億6,434万円

（1.5％減）

合　計
323億5,741万円

（3.0％増）

316億4,239万円

（2.7％増）

〔財政運営の基本的計画における取組状況〕

財政指標
令和10年度末
最終目標値

令和６年度
中間目標値

令和３年度
決算値

経常

収支比率
93.0%以下 94.9%以下 92.2%

公債費

負担比率
13.0%以下 14.0%以下 13.0%

財政調整

基金残高

標準財政規模の
10.0%以上
（約33.6億円）

11.1%
（約40.9億円）

市債残高 400億円以下 450億円以下 約450億円

〔損益計算書〕

【収益の部】42億3,558万円

※税抜額

【費用の部】35億5,323万円

営業外収益（納付金など）7億5,955万円

〔損益計算書〕

【収益の部】34億7,660万円

※税抜額

営業収益（水道料金など）

34億7,603万円

営業収益（下水道使用料など）

26億2,791万円

【費用の部】33億2,017万円

営業費用（減価償却費、

受水費、委託料、動力費、

人件費など）33億6,974万円

営業費用（減価償却費、

流域下水道維持管理費負担金、

委託料、人件費など）31億8,426万円

営業外収益（長期前受金戻入など）7億6,546万円

特別利益（過年度損益修正益）8,323万円

営業外費用（支払利息など）1億8,349万円 営業外費用（支払利息など）1億3,591万円

純利益　6億8,235万円 純利益　1億5,643万円


